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【手続補正書】
【提出日】平成23年2月28日(2011.2.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　配列番号１８３に少なくとも９１％の配列同一性を有する、単離核酸分子。
【請求項２】
　配列番号１８３である、請求項1の単離核酸分子。
【請求項３】
　請求項１の核酸分子で形質転換したトランスジェニックタバコ植物。
【請求項４】
　核酸分子が配列番号１８３である、請求項3のトランスジェニックタバコ植物。
【請求項５】
　トランスジェニックタバコ植物を産生する方法であって：
　（ｉ）請求項１の前記核酸分子を、前記植物において機能するプロモーターと、機能可
能であるように連結して、植物形質転換ベクターを生成し；
　（ｉｉ）複数のタバコ植物細胞を、工程（ｉ）の前記植物形質転換ベクターで形質転換
し；
　（ｉｉｉ）前記形質転換植物細胞から複数の形質転換タバコ植物を再生し；そして
　（ｉｖ）前記核酸を発現している、少なくとも一つの前記形質転換タバコ植物を同定す
る；
工程を含む、前記方法。
【請求項６】
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　前記核酸分子がアンチセンス方向である、請求項5の方法。
【請求項７】
　前記核酸分子がセンス方向である、請求項5の方法。
【請求項８】
　前記核酸分子が二本鎖ＲＮＡ分子として発現される、請求項5の方法。
【請求項９】
　前記核酸分子が配列番号１８３である、請求項5の方法。
【請求項１０】
　植物におけるノルニコチンレベルを減少させる方法であって：
　（ｉ）請求項１の前記核酸分子を、前記植物において機能するプロモーターと、機能可
能であるように連結して、植物形質転換ベクターを生成し；
　（ｉｉ）複数のタバコ植物細胞を、工程（ｉ）の前記植物形質転換ベクターで形質転換
し；
　（ｉｉｉ）前記形質転換植物細胞から複数の形質転換タバコ植物を再生し；そして
　（ｉｖ）ノルニコチンレベルが減少している、少なくとも一つの形質転換タバコ植物を
選択する；
工程を含む、前記方法。
【請求項１１】
　前記核酸分子がアンチセンス方向である、請求項10の方法。
【請求項１２】
　前記核酸分子がセンス方向である、請求項10の方法。
【請求項１３】
　前記核酸分子が二本鎖ＲＮＡ分子として発現される、請求項10の方法。
【請求項１４】
　前記核酸分子が配列番号１８３である、請求項10の方法。
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